
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
来
年
末
ま
で
を

メ
ド
に
全
世
界
で
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
・
サ
ー
ビ

ス
の
分
社
化
を
進
め
て
い
る

の
は
既
報
の
通
り
で
す
が
、

こ
こ
に
き
て
人
員
削
減
が
表

面
化
し
て
き
ま
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
１
万
人
の
人
員

削
減
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

完
了
は
来
年
半
ば
ま
で
か
か

る
こ
と
が
11
月
25
日
に
報

道
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
も
広
く
退

職
勧
奨
が
行
わ
れ
て
お
り
、

す
で
に
組
合
に
多
く
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
の
対
比
で
日
本
の

人
員
削
減
規
模
は
千
人
と
推

測
さ
れ
ま
す
が
、
会
社
は
人

員
削
減
と
は
言
わ
ず
「
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一

環
」
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

労
働
組
合
と
協
議
し
、
ま
と

も
な
や
り
方
で
人
員
削
減
を

進
め
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

比
べ
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
や
り

方
に
は
多
く
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。

組
合
へ
の
相
談
状
況

11
月
に
入
る
と
す
ぐ
に
退

職
勧
奨
に
つ
い
て
の
相
談
が

入
り
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て

11
月
12
日
に
山
口
社
長
が

「
変
化
を
恐
れ
ず
、
未
来
へ

向
け
て
前
進
す
る
」
と
題
し

た
社
内
発
表
を
し
た
途
端
、

悲
鳴
に
近
い
相
談
が
一
斉
に

組
合
に
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
以
下
の

部
門
で
退
職
勧
奨
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

・
ブ
ラ
ン
ド
営
業
部
門

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門

・
Ｇ
Ｂ
Ｓ
部
門

・
Ｔ
Ｓ
Ｓ
部
門

ジ
ョ
ブ
型
リ
ス
ト
ラ
と
は

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
は
成
果
主

義
を
ベ
ー
ス
に
各
従
業
員
の

ジ
ョ
ブ
定
義
を
も
と
に
上
司

が
成
績
を
評
価
し
賃
金
や
ボ
ー

ナ
ス
を
決
め
る
方
法
を
取
っ

て
い
ま
す
。
賃
金
テ
ー
ブ
ル

と
い
っ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
制
度
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

問
題
は
評
価
が
上
司
の
一

存
で
決
め
ら
れ
る
た
め
、
パ

ワ
ハ
ラ
の
温
床
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
「
パ
ワ
ハ
ラ

３
点
セ
ッ
ト
」
す
な
わ
ち
、

「
パ
ワ
ハ
ラ
低
評
価
」
「
パ

ワ
ハ
ラ
Ｐ
Ｉ
Ｐ(

業
績
改
善

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
」
「
パ
ワ
ハ

ラ
賃
下
げ
」
は
あ
ま
り
に
も

有
名
で
す
。

今
回
の
人
員
削
減
で
は
こ

の
仕
組
み
が
悪
用
さ
れ
、
本

来
は
会
社
の
責
任
で
進
め
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
員

削
減
が
、
従
業
員
個
人
の
自

己
責
任
と
し
て
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
在
行
わ
れ
て
い

る
退
職
勧
奨
の
典
型
的
な
パ

タ
ー
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
突
然
「
あ
な
た
の
キ
ャ

リ
ア
に
つ
い
て
面
談
し
た
い
」

と
申
し
入
れ
ら
れ
る
。

２
．
面
談
で
「
あ
な
た
の
仕

事
は
無
く
な
る
」
あ
る
い
は

「
あ
な
た
の
働
き
ぶ
り
に
問

題
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
、
他

社
に
移
る
キ
ャ
リ
ア
を
、
つ

ま
り
退
職
勧
奨
を
さ
れ
る
。

３
．
会
社
を
辞
め
な
い
旨
を

伝
え
る
と
「
１
週
間
後
に
面

談
を
セ
ッ
ト
す
る
か
ら
Ｉ
Ｂ

Ｍ
で
ど
う
い
う
キ
ャ
リ
ア
を

描
く
の
か
教
え
て
く
れ
」
と

言
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
当
該
従
業
員
が

こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
仕
事

を
命
じ
た
の
は
会
社
で
す
。

そ
の
仕
事
が
必
要
無
く
な
る

の
な
ら
、
新
た
な
仕
事
を
命

じ
れ
ば
良
い
の
に
、
さ
も
自

己
責
任
で
あ
る
か
の
よ
う
に

他
の
キ
ャ
リ
ア
を
探
せ
と
い

う
の
は
本
末
転
倒
な
話
で
す
。

「
働
き
ぶ
り
」
に
至
っ
て
は

何
の
根
拠
も
あ
り
ま
せ
ん
。

組
合
員
に
は
協
定
を
発
動

組
合
員
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
協
定
に
基
づ
い
て
団
体

交
渉
を
申
し
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
協
定
に
従
い
、
会
社
は

組
合
員
の
労
働
条
件
や
処
遇

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
組

合
と
団
体
交
渉
で
協
議
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
、
退
職
勧
奨
も
そ
の
範

疇
に
入
り
ま
す
。
安
心
し
て

く
だ
さ
い
。

ジ
ョ
ブ
型
の
導
入
に
警
鐘

コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅
勤
務
が

広
が
り
、
評
価
に
困
っ
た
多

く
の
企
業
で
ジ
ョ
ブ
型
評
価

シ
ス
テ
ム
の
採
用
が
進
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ジ
ョ
ブ
型
は
従

業
員
の
仕
事
を
固
定
化
さ
せ
、

成
果
主
義
に
よ
る
一
方
的
な

査
定
を
許
し
、
リ
ス
ト
ラ
を

容
易
に
さ
せ
る
評
価
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
状
況
は
安

易
な
ジ
ョ
ブ
型
の
導
入
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

★本誌掲載記事の無断掲載・複写を禁じます。 連絡先メール： kumiai@jmitu-ibm.org

(1)２０２０年１２月７日 か い な 第２３７６号

真実を伝える
組 合 機 関 紙

J M I T U ( 日 本 金 属 製 造
情 報 通 信 労 働 組 合 )
日 本 ア イ ビ ー エ ム 支 部

東京都港区赤坂2丁目20の6
川瀬ビル5F 〒107-0052
T E L : 0 3 - 3 5 8 3 - 9 0 3 7
F A X : 0 3 - 5 5 6 2 - 0 8 5 3

定価 月 500円

２０２０年１２月７日 か い な 第２３７６号(4)

★ 「かいな」記事をWEBで読めます。「かいな」で検索

裁判・労働委員会スケジュール

以下に今後のスケジュールをお知らせします。

定年後再雇用賃金差別裁判 12/10(木)13:30～ 東京地裁510号法廷

パワハラ賃下げ裁判 12/14(月)11:00～ 進行協議 東京地裁民事19部

パワハラ降格裁判 01/14(木)10:00～ 東京地裁527号法廷

ＡＩ不当労働行為事件 01/28(木) 9:50～ 都庁第１庁舎南1階集合

2021年春闘アンケートのお願い
※組合ホームページからもアンケート回答ができます：「各種アンケート かいな」で検索

性別 ①男性 ②女性

年令 ①１０代 ②２０代 ③３０代 ④４０代 ⑤５０代 ⑥６０才以上

雇用 ①正社員 ②100%子会社社員 ③関連会社社員 ④シニア・プロフェッショナル ⑤契約社員

⑥シニア契約社員(週 日勤務）⑦派遣社員 ⑧パート・アルバイト ⑨その他（ ）

バンド ①３ ②４ ③５ ④６ ⑤７ ⑥８ ⑦９ ⑧１０以上

職種 ①SE系(ITS/ITA/PM/PE/DPE等) ②コンサル ③営業系 ④事務系 ⑤サポート系(CE等)

⑥本社系(F&P/人事/法務等) ⑦ＬＡＢ系 ⑧その他（ ）

組合 ①加入 ②未加入

設問１ あなたの生活実感は、次のうちどれに該当しますか。もっとも近いものを選んでください。

①かなり苦しい ②やや苦しい ③ややゆとりがある ④かなりゆとりがある

設問２ あなたは、２０２１年にいくら賃上げを要求しますか。

①５千円 ②１万円 ③２万円 ④３万円 ⑤４万円 ⑥５万円 ⑦６万円 ⑧７万円 ⑨８万円

⑩９万円 ⑪１０万円以上（具体的金額： 円）

設問３ いま職場でとくに不安・不満に感じることを３つ選んでください。

①賃金 ②雇用・リストラ ③企業の将来 ④労働時間（残業・休暇など）

⑤ただ働き（サービス残業） ⑥査定・評価 ⑦仕事の内容・しかた

⑧過労・健康 ⑨職場の安全 ⑩賃金や処遇の差別 ⑪パワハラ ⑫セクハラ

⑬社会保険未加入 ⑭正社員として働きたい ⑮雇い止め ⑯職場の人間関係 ⑰技能・技術の継承

⑱人員不足 ⑲その他（具体的に； ）

設問４ 会社の将来についてご意見をお聞かせください。

設問５ 会社の現状についてのご意見をお聞かせください。（労働条件・福利厚生・職場環境等）

設問６ 現在困っていることをお聞かせください。（ハラスメント・キャリア面談・在宅勤務等）

設問７ あなたは、２０２１年に在宅勤務手当としていくら要求しますか。

①４千円 ②５千円 ③６千円 ④７千円 ⑤８千円 ⑥９千円 ⑦１万円以上（具体的金額： 円）

設問８ 安倍政治を継続する菅政権のすすめる政策についておききします。

（１）消費税率が１０％に引きあがってどう思いますか。

①１０％で良い ②５％に戻してほしい ③消費税は廃止 ④わからない

（２）憲法９条（戦争放棄）の改定については、どう思いますか。

①改定に反対 ②改定に賛成 ③わからない

ご協力ありがとうございました。

日本ＩＢＭジョブ型リストラ
正社員1000人削減か



会　　社 一般職平均 月数

アドバンテスト 1,290,800 4.00
川本製作所 1,142,100 3.79
NTTデータ 873,000 ー

リガク 815,000 2.42
NTT東日本 814,000 ー

日本IBM(組合予想) 800,000 1.80
カシフジ 800,000 2.69
村松フルート 798,808 2.55
日立建機ティエラ 790,000 2.80
リオン 780,000 2.47
芝浦電子 775,075 2.80
日本NCR 773,813 2.00

JMITU主要各社冬ボーナス回答速報

(3)２０２０年１２月７日 か い な 第２３７６号 ２０２０年１２月７日 か い な 第２３７６号(2)

★ 「かいな」の更新情報をメールで購読できます。「かいな」で検索★ 「かいな」のバックナンバーがWEBで読めます。「かいな」で検索

10
月
15
日
、
最
高
裁
判

所
第
１
小
法
廷
は
、
有
期
雇

用
社
員
と
正
社
員
と
の
労
働

条
件
格
差
の
不
合
理
性
に
関

し
て
、
各
種
手
当
お
よ
び
、

休
暇
制
度
に
お
け
る
正
社
員

と
の
格
差
が
不
合
理
で
違
法

で
あ
る
と
し
て
、
日
本
郵
便

株
式
会
社
に
対
し
て
、
旧
労

働
契
約
法
20
条
に
反
す
る
不

法
行
為
と
し
て
損
害
を
認
め

る
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

労
働
契
約
法
第
20
条

本
件
は
、
会
社
に
お
け
る

有
期
雇
用
社
員
と
正
社
員
と

の
間
の
労
働
条
件
の
相
違
が

旧
労
働
契
約
法
20
条
が
定
め

る
不
合
理
な
労
働
条
件
の
相

違
に
あ
た
る
か
否
か
を
判
断

し
た
も
の
で
あ
り
、
上
記
手

当
及
び
休
暇
制
度
の
格
差
を

違
法
と
最
高
裁
が
判
断
し
た

こ
と
は
、
非
正
規
労
働
者
の

均
等
・
均
衡
待
遇
実
現
へ
の

道
を
一
歩
進
め
た
も
の
と
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

各
種
手
当
の
違
法
性

最
高
裁
は
、
扶
養
手
当
に

つ
い
て
、
「
扶
養
親
族
の
あ

る
者
の
生
活
設
計
等
を
容
易

に
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、

そ
の
継
続
的
な
雇
用
を
確
保

す
る
と
い
う
目
的
」
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
し
、

「
契
約
社
員
に
つ
い
て
も
、

扶
養
親
族
が
あ
り
、
か
つ
、

相
応
に
継
続
的
な
職
務
が
見

込
ま
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

扶
養
手
当
を
支
給
す
る
こ
と

と
し
た
趣
旨
は
妥
当
す
る
」

と
し
て
、
扶
養
手
当
の
支
払

い
を
命
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

年
末
年
始
勤
務
手
当
に
つ
い

て
は
、
郵
便
の
業
務
を
担
当

す
る
正
社
員
の
給
与
を
構
成

す
る
特
殊
勤
務
手
当
の
一
つ

で
あ
り
、
「
12
月
29
日
か

ら
翌
年
1
月
3
日
ま
で
の

間
に
お
い
て
実
際
に
勤
務
し

た
時
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
同

業
務
に
つ
い
て
の
最
繁
忙
期

で
あ
り
、
多
く
の
労
働
者
が

休
日
と
し
て
過
ご
し
て
い
る

上
記
の
期
間
に
お
い
て
、
同

業
務
に
従
事
し
た
こ
と
に
対

し
、
そ
の
勤
務
の
特
殊
性
か

ら
基
本
給
に
加
え
て
支
給
さ

れ
る
対
価
と
し
て
の
性
質
を

有
す
る
」
と
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
年
末
年
始
勤
務
手
当

の
性
質
や
支
給
要
件
及
び
支

給
金
額
に
照
ら
せ
ば
、
こ
れ

を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
趣

旨
は
、
時
給
制
契
約
社
員
に

も
妥
当
す
る
も
の
と
し
、
不

合
理
と
し
ま
し
た
。

有
給
休
暇
に
お
け
る
格
差

次
に
、
有
給
の
病
気
休
暇

に
つ
い
て
、
正
社
員
が
長
期

に
わ
た
り
継
続
し
て
勤
務
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
生
活
保
障
を
図

り
、
私
傷
病
の
療
養
に
専
念

さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ

の
継
続
的
な
雇
用
を
確
保
す

る
と
い
う
目
的
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
と
し
、
こ
の

目
的
に
照
ら
せ
ば
、
時
給
制

契
約
社
員
に
つ
い
て
も
、
相

応
に
継
続
的
な
勤
務
が
見
込

ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

趣
旨
は
妥
当
す
る
と
し
て
、

病
気
休
暇
に
つ
い
て
有
給
と

無
給
の
相
違
を
設
け
る
こ
と

は
不
合
理
と
し
ま
し
た
。

格
差
是
正
は
喫
緊
の
課
題

今
回
の
判
決
で
は
、
各
種

手
当
お
よ
び
一
定
の
休
暇
制

度
の
格
差
を
不
合
理
な
も
の

と
し
て
違
法
と
し
た
点
で
は
、

非
正
規
の
格
差
是
正
に
向
け

た
道
を
開
い
た
も
の
と
い
え

ま
す
。
日
本
郵
便
で
働
く
正

社
員
は
約
19
万
人
、
有
期
雇

用
社
員
は
約
18
万
人
に
の
ぼ

り
、
日
本
全
体
で
見
れ
ば
、

非
正
規
労
働
者
は
２
１
２
０

万
人
を
超
え
、
非
正
規
雇
用

率
は
約
38
％
に
達
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
均
等
・
均
衡
待

遇
の
実
現
と
格
差
是
正
は
喫

緊
の
課
題
と
言
え
ま
す
。

手
当
・休
暇
の
格
差
は
違
法

最
高
裁
が
判
断

日
本
郵
便
（株
）有
期
雇
用
格
差
是
正
裁
判

勝
利
判
決

組 合 な ん で も 相 談 窓 口
事業所名 職 場 名 氏名 電話番号

本 社 ＴＳＤＬ．ＩＳＥＬ・Ｓｙｓｔｅｍ技術 大岡 義久 712-5175

本 社 ＧＴＳ．ビジネスオペレーションズ 杉野 憲作 205-6550

大宮西 ＧＴＳ．ＴＳＳ．クロスエリアデリバリー 佐久間康晴 209-8019

名古屋 ＧＴＳ．中部第二ＳＯＬサービス 板倉 浩 205-2205

大 阪 ＧＴＳ．ＴＳＳ．Ｓｏｌ＆ＤｅｌＰＲＪ推進 河本 公彦 205-5204

事務所

連絡先

TEL 03-3583-9037(月-金 13-16時) FAX 03-5562-0853

メール kumiai@jmitu-ibm.org http://www.jmitu-ibm.org/

注）上記窓口は事業所にこだわらず、連絡のとれる電話番号へどうぞ

法律相談 労働問題・民事一般相談受付（要予約）

東京法律

事務所

弁護士 水口洋介、今泉義竜、本田伊孝 http://tokyolaw.gr.jp/

東京都新宿区四谷1-4 四谷駅前ビル TEL 03-3355-0611(代)

旬報法律

事務所

弁護士 大熊政一、山内一浩、並木陽介、細永貴子 http://junpo.org/

東京都千代田区有楽町1-6-8松井ビル 受付7F TEL 03-3380-5311(代)

桜木町
法律事務所

弁護士 岡田 尚

横浜市中区山下町207-2 関内JSビル6階 TEL 045-212-1503

ほづみ
法律事務所

弁護士 穂積匡史 http://hozumi-shinyuri.jp/ TEL 044-959-3550

川崎市麻生区上麻生1-6-1 かわしん新百合ヶ丘ビル305号

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
は
会
社
業

績
達
成
度
と
個
人
業
績
率
が

個
々
人
の
賞
与
基
準
額
に
掛

け
合
わ
さ
れ
て
年
間
支
払
い

額
が
決
定
さ
れ
る
た
め
、
賃

上
げ
が
延
期
さ
れ
た
今
年
の

冬
ボ
ー
ナ
ス
予
想
平
均
額
は

夏
ボ
ー
ナ
ス
回
答
と
理
論
的

に
同
じ
に
な
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
減
収
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
企
業
が
相
次
ぎ
、
冬
ボ
ー

ナ
ス
が
大
幅
に
下
が
る
こ
と

が
不
安
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
製
造
業
、
情

報
通
信
産
業
を
主
体
と
す
る

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
で
は
17
支
部
分

会
で
昨
年
を
上
回
る
回
答
を

引
き
出
し
て
お
り
、
大
健
闘

が
続
い
て
い
ま
す
。

左
上
表
は
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
に

お
け
る
回
答
状
況
で
す
。
日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
一
般
職
予
想
平

均
額
は
夏
と
同
じ
で
す
が
、

他
社
は
３
次
回
答
ま
で
引
き

出
す
交
渉
を
続
け
て
お
り
、

同
業
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
に
も

水
を
空
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
社
会
的
に
注
目

さ
れ
て
い
る
定
年
後
再
雇
用

者
の
処
遇
改
善
も
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
各
社
で
進
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
三
英
社
支
部
で
は
、

住
宅
手
当
支
給
に
続
き
、
来

年
４
月
か
ら
正
社
員
と
同
様

の
基
準
で
家
族
手
当
を
支
給

す
る
と
い
う
回
答
を
引
き
出

し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
東

京
測
器
研
究
所
支
部
、
宇
野

沢
鉄
工
所
支
部
、
鈴
木
シ
ャ
ッ

タ
ー
支
部
、
大
東
工
業
支
部
、

リ
ガ
ク
支
部
、
エ
ー
デ
フ
ィ

シ
ー
支
部
、
ニ
ッ
タ
ン
支
部
、

超
音
波
工
業
支
部
な
ど
で
手

当
の
改
善
が
進
ん
で
い
ま
す
。

再
雇
用
者
へ
の
ボ
ー
ナ
ス

支
給
も
次
々
と
回
答
を
引
き

出
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

ダ
イ
ワ
支
部
で
は
23
万
円
、

東
洋
精
機
支
部
で
は
２
．
０

１
ヶ
月
の
支
給
、
日
本
Ｎ
Ｃ

Ｒ
支
部
で
は
正
社
員
と
同
じ

月
数
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

か
い
な
２
３
７
３
号
で
デ

リ
バ
リ
ー
部
門
の
非
人
間
的

な
働
き
方
の
根
本
原
因
と
な
っ

て
い
る
、
「
異
常
に
高
額
な

要
員
単
価
」
と
、
そ
れ
に
よ

る
「
無
理
な
要
員
計
画
の
是

正
」
な
ど
を
要
求
し
た
秋
闘

１
次
要
求
と
、
そ
の
会
社
回

答
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

木
で
鼻
を
く
く
っ
た
よ
う

な
会
社
の
「
無
理
な
要
員
計

画
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
貴
組
合
の
独
自
の
見
解
、

断
定
に
基
づ
く
要
求
に
応
じ

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

の
回
答
に
対
し
て
、
組
合
は

秋
闘
２
次
要
求
で
要
求
内
容

を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
結

果
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
過
少
申
告
を

誘
導
し
た
ラ
イ
ン
や
Ｄ
Ｐ
Ｅ
、

Ｐ
Ｍ
な
ど
を
処
分
す
る
会
社

回
答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

（
秋
闘
２
次
要
求
）

Ｇ
Ｔ
Ｓ
部
門
や
Ｇ
Ｂ
Ｓ
部

門
で
、
要
員
計
画
が
本
来
必

要
な
要
員
と
あ
っ
て
い
な
い

状
態
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
以
下
の
よ
う
に
要
求
し

ま
す
。

（
１
）
上
記
の
原
因
の
一
つ

で
あ
る
、
高
額
な
要
員
単
価

を
是
正
す
る
こ
と
を
要
求
し

ま
す
。

（
２
）
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
過
少
申
告

を
す
る
よ
う
誘
導
し
た
ラ
イ

ン
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
Ｄ
Ｐ
Ｅ
、

Ｐ
Ｍ
を
処
分
す
る
こ
と
を
要

求
し
ま
す
。

（
３
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始

ま
っ
た
後
、
要
員
の
増
強
が

必
要
に
な
っ
た
時
、
会
社
が

責
任
を
も
っ
て
要
員
を
増
強

す
る
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。

（
会
社
２
次
回
答
）

ま
ず
、
会
社
は
、
貴
組
合

の
主
張
す
る
「
Ｇ
Ｔ
Ｓ
部
門

や
Ｇ
Ｂ
Ｓ
部
門
で
、
要
員
計

画
が
本
来
必
要
な
要
員
と
あ
っ

て
い
な
い
状
態
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
原

因
の
一
つ
が
「
高
額
な
要
員

単
価
」
で
あ
る
と
の
一
連
の

認
識
な
ら
び
に
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
会
社
は
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
の
立
案
に
際
し
て
適

正
な
要
員
単
価
の
設
定
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
単
価
を
「
高

額
で
あ
る
」
と
す
る
貴
組
合

の
独
自
の
見
解
、
断
定
に
基

づ
く
要
求
に
応
じ
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
（
１
）

に
つ
い
て
、
貴
組
合
の
ご
要

求
に
応
じ
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

（
２
）
お
よ
び
（
３
）
に
つ

い
て
は
既
に
確
立
さ
れ
て
い

る
会
社
所
定
の
ル
ー
ル
、
仕

組
み
の
中
で
厳
格
か
つ
適
切

な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
と

の
考
え
で
す
。
な
お
、
現
場

で
の
厳
格
か
つ
適
切
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
運
営
が
な
さ
れ
る

よ
う
に
、
会
社
は
関
連
す
る

教
育
、
指
導
を
今
後
も
継
続

的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
会
社
は
、
具
体
的

な
事
例
に
お
い
て
違
法
の
可

能
性
あ
る
場
合
は
も
と
よ
り
、

疑
義
が
あ
る
場
合
に
は
、
適

切
な
機
関
に
て
調
査
の
必
要

性
の
是
非
を
検
討
し
、
続
く

調
査
結
果
に
基
づ
き
、
都
度

必
要
な
措
置
の
実
施
を
徹
底

し
て
お
り
、
こ
の
姿
勢
に
一

切
の
揺
ら
ぎ
が
な
い
こ
と
を

こ
こ
に
申
し
添
え
ま
す
。

冬
ボ
ー
ナ
ス
回
答
状
況

大
健
闘
す
る
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

デ
リ
バ
リ
ー
部
門
の
働
き
方

Ｉ
Ｌ
Ｃ
過
少
申
告
の
誘
導
ダ
メ


